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〈
２
面
に
つ
づ
く
〉

公
団
王
子
五
丁
目
団
地
自
治
会

第
50
回
定
期
代
議
員
総
会

日

時

４
月
26
日(

日)

午
後
1
時
～
3
時
頃

場

所

団
地
集
会
所
（
６
号
棟
）

出
席
者

定
期
総
会
代
議
員
・
役
員
・
会
計

監
査
等

議

題
◇
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
、
決
算

報
告
・
同
会
計
監
査
報
告

◇
２
０
２
６
年
度
活
動
方
針
案
、
予

算
案

◇
選
挙
管
理
委
員
会
の
報
告

◇
そ
の
他

世
界
で
は
紛
争
や
気
候
変
動
、
国
際
経
済
な
ど
不
安
要
因
が
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
食
料
品

や
日
用
品
、
光
熱
費
な
ど
の
値
上
が
り
で
生
活
へ
の
不
安
は
一
層
増
し
、
東
京
23
区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
が
大

幅
に
値
上
げ
さ
れ
、
近
傍
同
種
家
賃
を
家
賃
の
基
準
と
し
て
い
る
た
め
、
王
五
団
地
で
も
継
続
居
住
者
へ
家
賃
値
上

げ
が
昨
年
は
約
４
０
０
件
、
２
０
２
６
年
度
も
約
６
０
０
件
で
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

居
住
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
機
構
法
25
条
４
項
の
「
家
賃
減
免
」
の
実
施
や
修
繕
枠
拡
大
を
も

と
め
て
活
動
し
、
高
齢
者
世
帯
が
年
金
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
家
賃
を
め
ざ
し
、
ま
た
子
育
て
世
帯
も
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
全
国
統
一
行
動
等
に
取
り
組
み
、
国
会
議
員
等
関
係
機
関
へ
の
要
請
活
動
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

公
団
住
宅
を
「
終
の
棲
家
（
つ
い
の
す
み
か
）
」
と
し
「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
の
更
な
る
前
進
を
目
指
し

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
公
共
住
宅
と
し
て
守
る
取
り
組
み
を
強
め
な
が
ら
、
50
年
目
を
迎
え
る
２
０
２
６
年
度

も
、
居
住
者
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

公
共
住
宅
を
守
り
、
よ
り
よ
い
住
宅
管
理

を
要
求
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

王
子
五
丁
目
団
地
に
す
る
た
め
に

１
、
「
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
・
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
対
し
、
十
分
な
話
し
合
い
の
な
か
で
す
す
め
る
よ

う
は
た
ら
き
か
け
ま
す

「
閣
議
決
定
」
に
も
と
づ
き
、
２
０
３
３
年
ま
で
に
建
て

替
え
や
、
70
万
戸
か
ら
削
減
、
売
却
で
65
万
戸
へ
の
削
減

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
団
地
で
は
、
団
地
居
住
者

の
生
活
実
態
を
ふ
ま
え
、
自
治
会
や
居
住
者
と
の
話
し
合

い
の
場
を
も
と
め
、
住
ま
い
の
安
定
を
は
た
ら
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

２
、
家
賃
引
き
上
げ
幅
拡
大
と
改
訂
周
期
短
縮
等
の
施
策

に
反
対
す
る
運
動
を
す
す
め
ま
す

①
「
継
続
家
賃
改
定
ル
ー
ル
」
に
よ
る
契
約
日
更
新
の
実

施
に
対
し
、
市
場
家
賃
で
の
見
直
し
に
反
対
し
、
収
入
に

応
じ
た
家
賃
制
度
の
確
立
を
も
と
め
ま
す
。

②
政
府
に
対
し
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
を
公
共
住
宅
と
し
て
守

る
こ
と
を
も
と
め
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
（
以
下
機
構
）
に
対

し
て
、
賃
貸
住
宅
の
売
却
・
削
減
・
整
理
縮
小
及
び
定
期

借
家
契
約
の
導
入
に
反
対
す
る
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

③
現
在
適
用
さ
れ
て
い
る
家
賃
減
額
特
別
措
置
の
継
続
を

も
と
め
ま
す
。

④
募
集
家
賃
、
継
続
居
住
者
の
家
賃
値
上
げ
が
加
速
し
て

い
ま
す
。
家
賃
値
上
げ
に
反
対
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、

③
灯
油
の
共
同
購
入
な
ど
会
員
世
帯
の
要
望
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
各
種
共
同
購
入
を
す
す
め
ま
す
。

５
、
団
地
生
活
の
モ
ラ
ル
向
上
と
居
住
環
境
を
ま
も
り
、
ル

ー
ル
の
確
立
、
防
犯
活
動
に
取
り
組
み
ま
す

①
団
地
内
や
地
下
鉄
駅
前
の
「
不
法
」
駐
輪
・
放
置
自
転
車

対
策
を
北
区
、
機
構
と
話
し
合
い
、
居
住
者
用
自
転
車
置
き

場
の
整
備
等
推
進
し
ま
す
。

②
団
地
内
の
共
用
部
分
を
大
切
に
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す
。

③
生
活
騒
音
へ
の
配
慮
や
水
漏
れ
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
ペ
ッ
ト
問
題
を
含
む
集
合
住
宅
で
の
基
本
的
な
マ

ナ
ー
確
立
を
は
た
ら
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

④
団
地
内
に
お
け
る
事
故
や
犯
罪
防
止
を
警
察
や
機
構
な
ど

と
協
力
し
て
す
す
め
ま
す
。

⑤
生
活
を
す
る
に
あ
た
り
日
常
的
ル
ー
ル
を
守
る
対
策
を
機

構
に
は
た
ら
き
か
け
ま
す
。

６
、
Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機
構
、
Ｕ
Ｒ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
㈱
、
Ｊ

Ｓ
日
本
総
合
住
生
活
㈱
と
の
連
携
を
促
進
さ
せ
ま
す

①
団
地
管
理
業
務
の
民
間
参
入
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
、
適
切
な
運
営
を
も
と
め
ま
す
。

②
共
益
費
に
つ
い
て
、
自
治
会
と
機
構
で
十
分
協
議
を
か
さ

ね
、
充
実
し
た
運
用
を
も
と
め
ま
す
。

③
緊
急
連
絡
員
制
度
に
つ
い
て
、
緊
急
時
の
利
便
性
を
機
構

と
協
力
し
な
が
ら
向
上
さ
せ
ま
す
。

④
Ｊ
Ｓ
日
本
総
合
住
生
活
㈱
と
の
修
繕
相
談
会
や
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
共
同
購
入
を
維
持
発
展
さ
せ
ま
す
。

⑤
団
地
内
が
安
全
で
快
適
に
な
る
よ
う
、
共
用
部
の
維
持
管

理
を
機
構
等
に
求
め
ま
す
。

１
、
王
子
給
水
所
（
仮
称
）
上
部
利
用
に
つ
い
て
防
災
拠
点

な
ど
公
共
用
地
と
し
て
の
利
活
用
を
も
と
め
ま
す

２
、
高
齢
化
問
題
で
の
活
動
を
す
す
め
ま
す

①
居
住
者
の
高
齢
化
が
す
す
む
な
か
、
居
住
者
相
互
の
「
た

す
け
あ
い
の
会
」
を
発
展
さ
せ
ま
す
。

②
「
く
ら
し
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
タ
ー
（
旧
生
活
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
」
、
高
齢
者
安
心
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
を
す
す

め
ま
す
。

３
、
Ｅ
ラ
ウ
ン
ジ
の
有
効
活
用
を
め
ざ
し
ま
す
。

自
治
協
と
機
構
と
の
連
携
研
究
の
成
果
で
あ
る
、
自
治
会
管

理
の
Ｅ
ラ
ウ
ン
ジ
の
運
営
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

王
子
光
照
苑
と
協
力
し
て
、
各
種
講
演
な
ど
実
施
し
、
高
齢

者
や
子
育
て
世
帯
の
生
活
向
上
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

４
、
各
種
行
事
や
取
り
組
み
を
お
こ
な
い
ま
す
。

①
「
第
50
回
団
地
ま
つ
り
」
は
7
月
25
（
土
）
・
26
日
（

日
）
の
２
日
間
開
催
を
予
定
し
ま
す
。
そ
の
他
「
フ
ェ
ス
タ

王
五
」
な
ど
居
住
者
交
流
の
各
種
行
事
は
み
な
さ
ん
の
要
望

を
と
り
い
れ
、
内
容
の
充
実
や
見
直
し
を
お
こ
な
い
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

②
「
し
ら
か
ば
会
（
敬
老
会
）
」
に
つ
い
て
は
、
喜
寿
米
寿

の
皆
さ
ん
へ
の
記
念
品
贈
呈
を
引
き
続
き
お
こ
な
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
新
入
学
児
童
・
新
成
人
へ
の
お
祝
い
を
実
施

し
ま
す
。

５
、
地
球
環
境
保
護
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
定
着
・
発
展
さ

せ
ま
す

①
排
出
ゴ
ミ
の
減
量
を
め
ざ
す
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
「
空
き
カ
ン
・
ビ
ン
」
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
を
維
持
・
発
展
さ
せ
ま
す
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
必
要
な
環
境
・
条
件
整
備
を
機
構
や

北
区
に
働
き
か
け
ま
す
。

④
地
球
環
境
保
護
に
つ
い
て
は
、
機
構
や
北
区
と
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

６
、
地
域
医
療
福
祉
拠
点
団
地
と
し
て
機
構
に
内
容
の
充
実

等
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

７
、
北
区
・
公
的
機
関
の
委
託
業
務
を
お
こ
な
い
居
住
者
と

の
パ
イ
プ
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

８
、
渉
外
活
動
、
関
係
団
体
と
の
連
携
・
協
力
を
す
す
め
ま

す
。

９
、
保
育
園
・
さ
く
ら
だ
こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
と
の
連
携

を
す
す
め
ま
す
。

10
、
自
治
会
独
自
の
、
会
員
世
帯
に
た
い
す
る
水
漏
れ
お
見

舞
い
制
度
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

11
、
北
区
王
子
町
会
連
合
会
の
構
成
団
体
と
し
て
、
「
区
民

ま
つ
り
」
、
「
平
和
祈
念
事
業
」
や
青
少
年
王
子
地
区
委
員

会
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

低
所
得
の
高
齢
者
世
帯
、
子
育
て
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯

に
は
、
都
営
住
宅
並
み
の
家
賃
を
も
と
め
て
い
き
ま
す

⑤
家
賃
補
助
制
度
が
あ
る
健
康
寿
命
サ
ポ
ー
ト
住
宅
や
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
の
拡
充
を
も
と
め
ま
す
。

３
、
首
都
直
下
型
地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
に
た
い
す
る

取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す

①
首
都
直
下
型
地
震
や
水
害
へ
の
準
備
の
充
実
を
は
か

り
、
機
構
、
北
区
、
関
係
機
関
と
話
し
合
い
を
し
連
携
を

は
か
り
ま
す
。

②
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
防
災
訓
練
や
防
災
学
習
会

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

③
集
合
住
宅
で
の
災
害
準
備
を
提
案
し
、
居
住
者
へ
の
周

知
を
お
こ
な
い
ま
す
。
防
災
マ
ニ
ア
ル
の
改
定
を
す
す
め

ま
す
。

④
防
災
倉
庫
や
防
災
備
品
な
ど
点
検
、
充
実
を
は
か
り
ま

す
。

⑤
機
構
と
北
区
で
締
結
し
て
い
る
「
大
規
模
な
水
害
に
お

け
る
一
時
的
な
緊
急
避
難
に
関
す
る
協
定
書
」
の
見
直
し

を
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

４
，
修
繕
問
題
、
共
同
購
入
に
取
り
組
み
ま
す

①
機
構
に
対
し
計
画
修
繕
の
的
確
な
実
施
を
も
と
め
ま

す
。

②
修
繕
項
目
の
機
構
負
担
区
分
を
居
住
者
へ
周
知
を
は
か

り
、
さ
ら
な
る
修
繕
項
目
の
前
進
を
は
か
り
ま
す
。

地
域
社
会
の
確
立
と
ゆ
た
か
な
団
地
づ
く

り
の
た
め
に

自
治
会
活
動
の
充
実
と
発
展

１
、
す
べ
て
の
居
住
者
参
加
の
自
治
会
づ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す

①
会
員
は
自
治
会
活
動
の
基
礎
で
あ
り
、
全
居
住
者
に
入

会
の
働
き
か
け
を
引
き
つ
づ
き
お
こ
な
い
、
ま
た
、
外
国

人
居
住
者
に
も
自
治
会
活
動
に
理
解
を
も
と
め
入
会
の
は

た
ら
き
か
け
を
お
こ
な
い
ま
す
。

②
団
地
内
の
全
て
の
店
舗
に
「
賛
助
会
員
」
参
加
の
は
た

ら
き
か
け
を
引
き
つ
づ
き
お
こ
な
い
ま
す
。

③
自
治
会
内
専
門
部
・
委
員
会
に
役
員
以
外
の
会
員
に
参

加
を
も
と
め
つ
つ
、
自
治
会
活
動
へ
の
理
解
を
も
と
め
ま

す
。

④
各
種
行
事
や
取
り
組
み
を
通
し
て
自
治
会
役
員
増
強
・

担
い
手
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

家 賃 値 上 げ に 反 対 し
安心して住み続けられる住まいを
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〈
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
〉

２
０
２
５
年
度
（
第
49
期
）
自
治
会

が
取
り
組
ん
だ
活
動
の
ま
と
め

１
、
公
団
住
宅
を
公
共
住
宅
と
し
て

守
り
、
住
み
よ
い
安
全
な
王
子
五
丁

目
団
地
に
す
る
た
め
に

安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
公
団
住
宅
を

も
と
め
る
活
動

〈
３
面
下
段
に
つ
づ
く
〉

一
昨
年
に
続
き
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
の
高
騰
と
、
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
の
高
騰
で
、
市
場
家
賃
が
基
本
と
な

る
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
家
賃
も
機
構
法
に
則
り
市
場
と
5
パ
ー
セ
ン
ト
の
乖
離
が
生
じ
た
た
め
と
、
継
続
家
賃
の

値
上
げ
が
通
達
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
は
王
子
五
丁
目
団
地
で
も
約
４
０
０
戸
の
住
宅
で
値
上
げ
が

実
施
さ
れ
、
高
齢
者
世
帯
・
障
が
い
者
世
帯
・
子
育
て
世
帯
等
は
今
の
家
賃
を
据
え
置
く
家
賃
特
別
措
置
が

あ
り
ま
す
が
、
65
歳
以
下
の
世
帯
で
値
上
げ
対
象
世
帯
は
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
物
価
全
体
の

高
騰
が
生
活
を
圧
迫
し
、
年
金
は
実
質
目
減
り
す
る
な
ど
顕
著
な
低
所
得
化
に
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

都
営
住
宅
へ
の
住
み
替
え
も
難
し
く
、
住
ま
い
を
失
う
こ
と
へ
の
危
機
感
を
強
く
抱
く
方
々
が
増
え
て
い

ま
す
。
自
治
会
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
住
宅
セ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
さ
ら
な
る
前
進
や
修
繕
項
目

の
改
善
な
ど
、
全
国
公
団
住
宅
自
治
会
協
議
会
（
全
国
自
治
協
）
や
東
京
23
区
公
団
住
宅
自
治
会
協
議
会

（
23
区
自
治
協
）
と
と
も
に
、
政
府
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
、
地
方
議
員
、
都
市
機
構
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な

要
請
行
動
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
全
国
統
一
行
動
で
は
、
国
土
交
通
大
臣
や
都

市
機
構
理
事
長
あ
て
の
署
名
提
出
行
動
は
全
国
の
公
団
居
住
者
と
共
に
取
り
組
み
、
「
団
地
の
生
活
と
住
ま

い
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
集
約
結
果
と
と
も
に
関
係
機
関
へ
の
要
請
も
含
め
一
定
の
成
果
も
上
げ
て
き
ま
し
た
。

自
治
会
と
し
て
の
取
り
組
み
や
諸
行
事
活
動
は
、
居
住
者
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
公
共
住
宅
を
め
ざ
し
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
、
運
動
や

活
動
を
課
題
別
に
報
告
し
ま
す
。

（
全
国
自
治
協
関
係
）

本
社
と
の
定
例
懇
談
会

年
間
４
回
開
催

５
月
23
日
、
７
月
11
日
、
9
月
19
日
、

２
０
２
６
年
１
月
23
日

本
社
と
の
連
携
的
研
究
会

年
間
３
回
開
催

６
月
26
日
、
10
月
29
日
、
12
月
18
日

５
月
１
日

公
明
党
推
進
委
員
会

５
月
８
日

国
土
交
通
省
と
の
懇
談

５
月
26
日

Ｊ
Ｓ
本
社
と
の
意
見
交
換
会

６
月
４
日

国
土
交
通
省
と
の
懇
談

６
月
17
日

共
産
党
国
会
議
員
団
と
の
意
見
交
換
会

６
月
22
日

全
国
自
治
協
定
期
総
会

⑤
会
報
の
発
行
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
、
広
報
活
動
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
充
実

さ
せ
ま
す
。

２
、
団
地
管
理
開
始
５
０
周
年

今
年
王
子
五
丁
目
団
地
は
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
50
周

年
の
記
念
行
事
や
企
画
の
検
討
を
お
こ
な
い
ま
す
。

防
災
活
動

。
10
月
18
日
、
統
一
行
動
の
意
義
や
公
団
住
宅
の
現
状

を
ふ
ま
え
、
23
区
自
治
協
主
催
の
「
団
地
代
表
者
会

議
」
が
ヌ
ー
ベ
ル
赤
羽
台
団
地
集
会
所
で
開
催
、
興
梠

全
国
自
治
協
事
務
局
長
を
講
師
に
迎
え
、
「
許
せ
な
い

Ｕ
Ｒ
家
賃
値
上
げ
」
。
物
価
高
騰
の
中
で
の
家
賃
値
上

げ
に
反
対
し
年
金
で
住
み
続
け
ら
れ
る
家
賃
制
度
な

ど
、
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
、
借
家
人
の
権
利
と

住
み
続
け
ら
れ
る
家
賃
制
度
の
た
め
に
も
署
名
が
大
き

な
力
と
な
り
政
府
を
動
か
す
原
動
力
と
な
る
こ
と
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
後
半
は
参
加
者
を
４
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
地
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

話
し
合
う
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
も
実
施
。

10
月
初
旬
か
ら
署
名
用
紙
の
全
戸
配
布
を
お
こ
な

い
、
第
1
回
目
の
締
め
切
り
を
11
月
15
日
（
土
）
と

し
、
署
名
未
提
出
世
帯
向
け
に
特
別
回
収
を
11
月
23
日

（
日
・
祝
）
、
屋
外
で
居
住
者
還
元
の
一
環
で
あ
る
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
無
料
交
換
日
に
合
わ
せ
て
戸
別
回

収
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

12
月
９
日
（
火
）
日
本
教
育
会
館
で
「
全
国
公
団
居

住
者
総
決
起
集
会
」
が
開
催
さ
れ
全
国
の
公
団
居
住
者

の
署
名
用
紙
と
と
も
に
機
構
本
社
及
び
国
土
交
通
大
臣

宛
の
署
名
の
提
出
行
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
王
子
五

丁
目
団
地
の
署
名
総
数
は
機
構
理
事
長
宛
６
１
７
世
帯

１
，
０
０
０
名
・
国
土
交
通
大
臣
宛
６
１
７
世
帯
１
，

０
０
０
名
で
し
た
。
カ
ン
パ
総
額
３
４
４
，
５
０
０
円

を
居
住
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

２
、
地
域
社
会
の
確
立
と
ゆ
た
か
な

団
地
づ
く
り

リ
サ
イ
ク
ル
活
動

２
０
２
５
年
全
国
統
一
行
動
へ
の
と
り
く
み

諸
行
事
等
の
開
催

北
住
ま
い
セ
ン
タ
ー
交
渉

団
地
内
工
事
（
団
地
環
境
整
備
第
二
期
）

第
二
期
団
地
内
総
合
的
環
境
整
備
工
事
で
は
主
に
植

栽
に
関
す
る
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

２
号
棟
駐
輪
場
ラ
ッ
ク
交
換
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。６

月
３
日
、
２
号
棟
南
側
供
給
用
電
気
室
内
変
圧
器

交
換
工
事
で
は
深
夜
０
時
か
ら
翌
朝
５
時
ま
で
室
内
の

電
気
を
止
め
る
工
事
の
た
め
役
員
３
名
が
工
事
時
間
内

共
用
部
の
見
回
り
と
自
治
会
事
務
所
に
待
機
す
る
な
ど

の
対
応
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

緊
急
連
絡
員
受
託
と
来
客
用
駐
車
場
運
営

「
第
49
回
団
地
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、
「
フ
ェ
ス
タ

王
五
」
で
は
居
住
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
「
し
ら
か
ば
会
（
旧
敬
老
会
）
」

は
会
場
等
の
都
合
で
開
催
で
き
ま
せ
ん
が
、
米
寿
（
９

名
）
・
喜
寿
（
49
名
）
を
迎
え
た
方
へ
お
祝
い
と
し
て

北
区
共
通
商
品
券
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

王
子
給
水
所
（
仮
称
）
配
水
池
築
造
工
事
で
は
自
治
会

の
要
請
を
受
け
こ
れ
ま
で
途
中
見
学
会
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
が
今
年
度
で
３
回
目
と
な
る
見
学
会
が
実
施
さ

れ
20
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

会
員
世
帯
の
新
成
人
へ

の
お
祝
い
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
、
会
員
世
帯
で

の
新
入
学
児
童
の
対
象
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
は
、
古
紙
・
雑
誌
・
古
着
・
段
ボ

ー
ル
の
分
別
回
収
（
２
０
２
５
年
度
合
計
約
１
１
５
ト

ン
）
、
空
き
カ
ン
・
ビ
ン
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
に
引

き
つ
づ
き
取
り
組
み
ま
し
た
。

区
か
ら
の
資
源
回
収
報
奨
金
を
資
金
と
し
た
居
住
者

還
元
の
再
生
使
用
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
全
戸
無
料

交
換
を
、
11
月
17
日
～
29
日
の
期
間
、
自
治
会
事
務
所

で
実
施
し
、
11
月
23
日
（
日
）
署
名
の
回
収
と
と
も
に

特
別
交
換
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。
再
生
紙
使
用
の
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
通
年
販
売
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

緊
急
連
絡
員
委
託
業
務
で
は
、
祝
祭
日
や
水
曜
日
管

理
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
が
休
み
で
の
集
会
所
の
鍵
や
、
引

っ
越
し
時
の
車
止
め
の
鍵
貸
し
出
し
な
ど
の
業
務
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

自
治
会
管
理
の
来
客
用
駐
車
場
（
４
号
棟
裏
の
５
台

分
）
の
貸
出
業
務
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

５
月
11
日

豊
島
五
丁
目
団
地
自
治
会
定
期
総
会

６
月
８
日

23
区
自
治
協
定
期
総
会

６
月
24
日

支
社
と
の
連
携
研
究
会

７
月
30
日

再
生
団
地
高
島
平
二
丁
目
に
関
す
る
説
明

９
月
４
日

共
産
党
都
議
団
と
の
意
見
交
換
会

10
月
８
日

自
由
民
主
党
高
木
啓
議
員
と
の
面
談

10
月
18
日

団
地
代
表
者
会
議

11
月
５
日

Ｊ
Ｓ
支
社
と
の
意
見
交
換
会

11
月
14
日

国
会
議
員
要
請

11
月
19
日

団
地
再
生
高
島
平
二
丁
目
に
関
す
る
説
明

12
月
22
日

団
地
再
生
竹
ノ
塚
第
一
団
地
説
明

12
月
26
日

高
齢
者
優
良
賃
貸
住
宅

見
守
り
サ
ー
ビ

ス
変
更
に
関
す
る
説
明

２
０
２
６
年

２
月
12
日

団
地
再
生
建
替
後
戻
入
居
に
関
す
る
説
明

２
月
19
日

23
区
自
治
協
加
盟
団
地
Ｒ
８
年
度
家
賃
改

定
に
関
す
る
説
明

毎
月
幹
事
会
開
催
・
専
門
部
会
他
不
定
期
開
催

８
月
１
日

国
会
議
員
要
請

８
月
29
日

地
域
医
療
福
祉
拠
点
化
団
地
に
つ
い
て

９
月
11
日

団
地
再
生
に
つ
い
て
説
明

９
月
29
日

日
本
母
親
大
会

10
月
28
日

立
憲
民
主
党
議
員
連
盟

11
月
11
日

「
住
宅
政
策
か
ら
居
住
保
障
政
策
へ
」
学

習
会

11
月
18
日

国
会
議
員
要
請

12
月
４
日

自
由
民
主
党
議
員
連
盟

12
月
４
日

公
明
党
支
援
等
推
進
委
員
会

12
月
５
日

高
齢
者
見
守
り
業
者
説
明

12
月
９
日

全
国
公
団
居
住
者
総
決
起
集
会

２
０
２
６
年

１
月
20
日

国
会
議
員
要
請

１
月
27
日

集
会
所
利
用
料
金
変
更
に
関
し
て
説
明

２
月
19
日

Ｒ
８
年
度
継
続
家
賃
改
定
説
明

３
月
４
日

Ｒ
８
年
度
「
住
生
活
基
本
計
画
」
国
土
交
通

省
説
明

毎
月
在
京
幹
事
会
・
全
国
幹
事
会
・
専
門
部
会
開
催

（
23
自
治
協
関
係
）

①
計
画
修
繕
玄
関
・
洗
面
所
等
住
戸
内
Ｌ
Ｅ
Ｄ
交
換
工

事
つ
い
て

②
団
地
内
環
境
問
題

③
駅
前
・
各
住
棟
駐
輪
場
及
び
バ
イ
ク
問
題

④
災
害
・
大
規
模
水
害
に
つ
い
て

⑤
共
益
費
へ
の
要
望

⑥
玄
関
手
摺
の
設
置
要
望

⑥
居
住
年
数
に
関
係
な
く
修
繕
が
可
能
に
な
っ
た
（
破

損
状
況
は
確
認
）
畳
床
・
襖
・
ク
ロ
ス
工
事
の
進
捗
状

況
等
北
住
ま
い
セ
ン
タ
ー
へ
説
明
を
も
と
め
ま
し
た
。

10
月
15
日
、
Ｕ
Ｒ
と
緊
急
時
通
報
訓
練
を
、
災
害
用

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）
、
災
害
伝
言
版
（
Ｗ
ｅ
ｂ

１
７
１
）
を
利
用
し
て
お
こ
な
い
ま
し
た
。

11
月
９
日
、
王
子
消
防
署
、
Ｊ
Ｓ
総
合
住
生
活
（

株
）
の
協
力
を
得
て
王
五
防
災
訓
練
が
な
か
よ
し
広
場

周
辺
及
び
集
会
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
あ

い
に
く
の
雨
で
、
け
む
り
ハ
ウ
ス
体
験
が
中
止
と
な
り

初
期
消
火
訓
練
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
・
今
回
か
ら
隔
て
板
割

り
訓
練
は
画
像
で
の
視
聴
等
の
他
、
５
号
棟
備
蓄
倉
庫

見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
２
月
15
日
、
避
難
所
開
設
訓
練
が
明

桜
中
学
校
の
体
育
館
で
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当

す
る
学
校
の
体
育
館
の
地
図
を
使
用
し
て
受
付
か
ら
、

家
族
構
成
や
、
ペ
ッ
ト
の
帯
同
、
病
気
の
有
無
等
確
認

し
な
が
ら
部
屋
分
け
な
ど
の
実
施
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ

居
住
者
の
方
と
参
加
し
ま
し
た
。

王
子
町
会
自
治
会
連
合
会
の
活
動

王
子
町
会
自
治
会
連
合
会
の
一
員
と
し
て
、
青
少
年

王
子
地
区
委
員
会
の
行
事
、
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

会
」
（
雨
の
た
め
中
止
）
、
「
お
た
の
し
み
会
」
、
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環境リサイクル特別会計報告 自2025年４月１日～至2026年３月31日

収 入 支 出

前 期 繰 越 金 376,520 業 者 等 費 用 322,957

古 紙 等 回 収 報 奨 金 704,840 通 信 費 0

カン・ビン回収報償金 430,300 現金売用トイレットペーパー仕入 11,935

トイレットペーパー売上 56,500 居 住 者 還 元 496,100

ロ ー ル ト ワ レ 売 上 5,400 一 般 会 計 へ の 繰 入 100,000

受 取 利 息 256

次年度への繰越金 642,824
合 計 1,573,816 合 計 1,573,816

記念事業特別会計報告

収 入 支 出
前 期 繰 越 金 1,467,298
積 立 金 0
受 取 利 息 373 次年度への繰越金 1,467,671

合 計 1,467,671 合 計 1,467,671

第49団地まつり会計報告
収 入 支 出

前年度より繰越金 269,738 電 気 関 係 費 用 320,104
居 住 者 寄 付 金 658,500 記 念 タ オ ル 代 169,430
居住者以外の寄付金 271,000 保 険 料 10,880
出 店 料 52,500 集 会 所 使 用 料 14,940
雑 収 入 3,000 レ ン タ ル 費 用 94,885
受 取 利 息 359 渉 外 費 75,000

本 部 関 係 費 111,566
通 信 費 1,210
や ぐ ら 工 事 68,603
こ ど も 山 車 124,631
消 耗 品 費 14,881

次 年 度 へ の 繰 越 金 248,967
合 計 1,555,097 合 計 1,555,097

〔注1〕事務所確立積立金は、今後の自治会活動強化や災害対策のため積立して
いるものです。

自2025年４月１日～至2026年３月31日

2026年３月31日

家賃問題特別会計報告
収 入 支 出

前 期 繰 越 金 544,129 活 動 費 12,500
統 一 行 動 カ ン パ 344,500 ﾘ ｰ ﾌ ・ﾊ ﾟ ﾝ ﾌ ﾚ ｯ ﾄ 代 61,593
受 取 利 息 890 カンパ自治協納付金 241,150

次年度への繰越金 574,276
合 計 889,519 合 計 889,519

収 入 支 出
前 期 繰 越 金 256,353 2 0 2 4 年 度 払 戻 金 2,350
2 0 2 4年度灯油券代 16,450 2 0 2 4年度灯油代金 115,150
2 0 2 5年度灯油券代 275,800 2 0 2 5年度灯油代金 0
受 取 利 息 250 2025年度払い戻し金 0

次年度への繰越金 431,353
合 計 548,853 合 計 548,853

灯油共同購入特別会計報告

区事務委託料特別会計報告

収 入 支 出
前 期 繰 越 金 3,723,434

2025年度事務委託料 1,898,900 一般会計へ繰り入れ 2,400,000

受 取 利 息 3,767 次年度への繰越金 3,226,101
合 計 5,626,101 合 計 5,626,101

来客用駐車場特別会計報告
収 入 支 出

前 期 繰 越 金 106,765 一般会計へ繰り入れ 150,000
駐 車 場 料 金 114,700 ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞｶｰﾄﾞ払戻 2,400

受 取 利 息 178 次年度への繰越金 69,243
合 計 221,643 合 計 221,643

緊急連絡員特別会計報告

収 入 支 出

前 期 繰 越 金 200,216 一般会計へ繰り入れ 350,000

委 託 料 金 516,120 通 信 費 67,853

受 取 利 息 366 次年度への繰越金 298,849

合 計 716,702 合 計 716,702

自2025年４月１日～至2026年３月31日

自2025年４月１日～至2026年３月31日

自2025年４月１日～至2026年３月31日

自2025年４月１日～至2026年３月31日

自2025年４月１日～至2026年３月31日

合同貸借対照表

資産の部 金 額 繰 越 金 金 額

現 金 0 一 般 会 計 1,302,525

普 通 預 金 13,752,986 環境リサイクル特別会計 642,824

定 期 預 金 6,421,881 家 賃 問 題 特 別 会 計 574,276

灯油共同購入特別会計 431,353

区事務委託料特別会計 3,226,101

記 念 事 業 特 別 会 計 1,467,671

来客用駐車場特別会計 69,243

緊急連絡員特別会計 298,849

事 務 所 確 立 積 立 金 4,954,210

慰 労 金 積 立 金 6,590,156

ふれあいサロン会計 189,881

助 け 合 い 会 計 427,778

合 計 20,174,867 合 計 20,174,867

2026年3月31日

「
た
す
け
あ
い
活
動
」

行
政
や
公
的
機
関
と
の
パ
イ
プ
役

公
団
自
治
協
や
町
会
自
治
会
連
合
会
で
の
活

動
他
の
公
団
団
地
自
治
会
と
連
携
を
は
か
る
た
め
に
、

23
区
自
治
協
や
全
国
自
治
協
へ
、
会
長
、
副
会
長
を
派

遣
の
構
成
自
治
会
と
し
て
も
力
を
発
揮
し
て
き
ま
し

た
。
地
元
の
王
子
町
会
自
治
会
連
合
会
や
北
区
の
明
る

い
選
挙
推
進
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
青
少
年
王

子
地
区
委
員
会
な
ど
地
域
の
関
係
す
る
組
織
に
代
表
を

派
遣
す
る
な
ど
重
要
な
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

灯
油
共
同
購
入
を
実
施
し
ま
し
た
。

９
月
、
自
治
会
と
Ｊ
Ｓ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
モ
ニ
タ

ー
付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
共
同
購
入
を
北
区
の
防
犯
機

器
補
助
金
を
利
用
し
て
安
価
な
金
額
で
実
施
で
き
、
居

住
者
の
方
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

修
繕
相
談
会
や
フ
ェ
ス
タ
王
五
で
の
大
規
模
な
相
談

会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
で
は
調
査
員
を
ま
と
め
て
国
の

統
計
調
査
に
協
力
を
し
ま
し
た
。

自
治
会
は
行
政
・
公
的
機
関
の
窓
口
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
受
託
事
務
や
広
報
活
動
の
ほ
か
、
団
地
居
住
者
と
行
政
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と

し
て
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

日
常
的
な
困
り
ご
と
の
手
助
け
を
お
こ
な
う
、
居
住
者
相

互
に
よ
る
「
た
す
け
あ
い
の
会
」
は
、
車
い
す
で
の
病
院
へ

の
送
り
迎
え
や
、
家
具
の
移
動
、
買
い
物
、
見
守
り
、
粗
大

ゴ
ミ
出
し
、
室
内
の
片
付
け
な
ど
５
０
１
件
の
依
頼
が
あ

り
、
活
動
会
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
協
力
を
え
て
対
応
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

自
治
会
で
購
入
し
た
２
台
の
車
イ
ス

も
、
買
い
物
や
病
院
へ
の
通
院
、
入
退
院
時
の
送
迎
に
年
間

を
と
お
し
て
２
５
４
回
の
利
用
が
あ
り
、
ま
た
、
地
域
の
中

継
拠
点
と
し
て
、
車
イ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
も
、
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
貸
与
さ
れ
た
車
イ
ス
で
近
隣
住
民
へ
の
貸
し

出
し
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

自
治
会
・
自
治
協
の
成
果
で

も
あ
る
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
の
連
携
研
究
会
の
一
環
と
し
て
、

車
い
す
２
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
・
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
団
地
内
の
高
齢
者
や
、
近
隣
高
齢
者
に
む
け
て
、

王
子
光
照
苑
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
の
出
張
相
談

窓
口
（
毎
週
月
曜
日
の
午
前
９
時
３
０
分
～
午
後
４

時
）
が
開
設
さ
れ
介
護
申
請
等
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
支

援
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
11
月
８
日
、
王
子
光
照
園

の
協
力
を
得
て
「
車
い
す
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
６
月
11
日
、
つ
ば
め
薬
局
の
協
力
を
得
て
福
祉
部

企
画
「
食
中
毒
と
飲
み
忘
れ
た
薬
」
学
習
会
、
12
月
８

日
、
王
子
警
察
生
活
安
全
課
の
協
力
を
得
て
「
特
殊
詐

欺
に
あ
わ
な
い
た
め
に
」
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

３
月
16
日
に
は
「
映
画
会
」
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

毎
月
第
２
火
曜
日
開
催
の
「
俳
句
教
室
」
、
１
月
14

日
、
２
月
12
日
、
３
月
11
日
、
４
月
８
日
に
は
す
ず
め

行
政
書
士
事
務
所
の
協
力
で
「
よ
ろ
ず
相
談
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

団
地
内
に
配
置
さ
れ
て
い
る
生
活
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
（
現
在
は
く
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ク
ラ
サ
ポ
）
、

民
生
委
員
、
高
齢
者
安
心
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
高
齢
者
へ
の
見
守
り
や
手
助
け
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

２
０
２
５
年
度
継
続
家
賃
改
定
は
４
３
９
戸
あ
り
、

そ
の
う
ち
高
齢
世
帯
へ
の
家
賃
減
額
特
別
措
置
の
申
請

に
必
要
な
住
民
票
や
課
税
証
明
取
得
な
ど
の
代
行
業
務

を
お
こ
な
い
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
・
子
育
て
世
帯
・
障

が
い
者
世
帯
に
適
用
さ
れ
る
家
賃
減
額
特
別
措
置
提
出

の
周
知
の
た
め
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
掲
示
も
お
こ
な

い
ま
し
た
。
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
お
た

が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
員
」
に
２
名
が
委
託
さ

れ
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
見
守
り
活
動
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
王
子
地
域
包
括
ケ
ア
連
絡
会
や
王
子
光
照

苑
ケ
ア
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。

都
市
機
構
と
の
連
携
・
Ｅ
ラ
ウ
ン
ジ
の
活
用

（
高
齢
者
へ
の
取
り
組
み
・
福
祉
活
動
）

３
、
団
地
生
活
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
自
治
会
活
動

「
家
族
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
、
「
ラ
ジ
オ
体

操
会
」
、
「
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
王
子
東

児
童
館
主
催
の
「
こ
ん
こ
ん
ま
つ
り
」
等
に
推
進
委
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
「
区
民
ま
つ
り
」
、
「
平
和
祈
念

事
業
」
の
一
環
と
し
た
「
納
涼
盆
踊
り
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

共
同
購
入
・
Ｊ
Ｓ
日
本
総
合
住
生
活
（
株
）

と
の
連
携
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きりとりせん

公団王子五丁目団地 自治会入会申込書

☆円滑な団地生活のためにも、未入会世帯はぜひともご入会ください。下の入会申込書に記入のうえ、自治
会事務所にご持参いただくか、事務所のポストへ投函してください。ファックス、ｅ-mailでもどうぞ。

公団王子五丁目団地自治会に入会を申し込みます。

号棟 号室 （TEL）

ふりがな

世帯主お名前

年 月 日 公団王子五丁目団地自治会御中

［事務所］王子五丁目団地（２号棟）１１０号室
〔Tel＆Fax〕3913-6723 〔mail〕ougo@m3.dion.ne.jp

◇会費は月500円です

2025年度決算報告書2026年度予算案

科 目 予 算 額 決 算 額
会 費 等 収 入 4,620,000 3,393,800

会 費 収 入 4,500,000 3,318,000
入 会 金 収 入 20,000 3,800
賛 助 会 費 100,000 72,000

区 助 成 金 等 400,000 411,170
区事務委託料特別会計繰入 2,400,000 2,400,000
緊急連絡員特別会計繰入 350,000 350,000
来客用駐車場特別会計繰入 150,000 150,000
環境リサイクル特別会計繰入 100,000 100,000
雑 収 入 100,000 222,550
前 年 度 繰 越 金 1,352,969 1,352,969

合 計 9,472,969 8,380,489

自 治 会 活 動 費 850,000 714,610
活 動 費 400,000 524,459
通 信 費 100,000 69,551
交 通 費 100,000 5,420
慶 弔 費 150,000 100,000
会 議 費 100,000 15,180

広 報 費 400,000 169,070
行 事 費 1,000,000 243,155
事 務 局 活 動 費 4,200,000 4,143,561

事 務 局 員 活 動 費 3,750,000 3,689,000
配 布 料 450,000 454,561

運 営 費 1,150,000 964,568
事 務 所 経 費 350,000 316,800
消 耗 品 費 400,000 393,008
備 品 購 入 費 100,000 0
備 品 リ ー ス 費 300,000 254,760

分 担 金 611,000 597,000
公 団 自 治 協 480,000 480,000
連 合 町 会 50,000 41,000
防 火 協 会 25,000 25,000
防 犯 協 会 45,000 40,000
清 掃 協 力 会 11,000 11,000

記念事業特別会計引当金 0
慰 労 金 積 立 引 当 金 246,000 246,000
予 備 費 1,015,969 0
次 年 度 繰 越 金 1,302,525

合 計 9,472,969 8,380,489

自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

科 目 予 算 額 2025年度実績
会 費 等 収 入 4,620,000 3,393,800

会 費 収 入 4,500,000 3,318,000
入 会 金 収 入 20,000 3,800
賛 助 会 費 100,000 72,000

区 助 成 金 等 400,000 411,170
区事務委託料特別会計繰入 2,400,000 2,400,000
緊急連絡員特別会計繰入 350,000 350,000
来客用駐車場特別会計繰入 150,000 150,000
環境リサイクル特別会計繰入 100,000 100,000
雑 収 入 100,000 222,550
前 年 度 繰 越 金 1,302,525 1,352,969

合 計 9,422,525 8,380,489

収入の部
自 2026年４月１日

至 2027年３月31日 収入の部

会計監査報告書

公団王子五丁目団地自治会の2025年度会計監査を4月

2日午後、自治会事務所で実施しました。

貸借対照表および決算書の正確性、資産の監理状

況、業務処理状況について詳細に監査したところ、い

ずれも的確に処理されていることを確認しました。

照合資料 １．金銭出納帳および預金通帳

２．収支伝票および付属資料

３．科目別勘定台帳

４．会費納入台帳

2026年4月2日

会計監査委員 石 原 妙 子（印）

〃 岩 崎 佳奈恵（印）

会費をいただく方法
どれかに○をお願いします

◇金融機関自動振替

・城北信用金庫東十条支店

・第一勧業信用組合東十条

支店

・ゆうちょ銀行

◇ゆうちょ銀行払込

◇集金

◇事務所へ直接持参

支出の部 支出の部

収 入 支 出
前 期 繰 越 金 189,561 活 動 費 0
売 り 上 げ 0 仕 入 れ 0
受 取 利 息 320 消 耗 品 費 0

次年度への繰越金 189,881
合 計 189,881 合 計 189,881

収 入 支 出
前 期 繰 越 金 419,008 活 動 費 118,000
入 会 金 3,000 事 務 手 数 料 0
チケット売り上げ 126,000 備 品 購 入 費 0
受 取 利 息 520 チ ケ ッ ト 払 い 戻 し 2,750

次年度への繰越金 427,778
合 計 548,528 合 計 548,528

ふれあいサロン会計報告 助け合いの会会計報告 自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

自 治 会 活 動 費 850,000 714,610
活 動 費 400,000 524,459
通 信 費 100,000 69,551
交 通 費 100,000 5,420
慶 弔 費 150,000 100,000
会 議 費 100,000 15,180

広 報 費 400,000 169,070
行 事 費 1,000,000 243,155
事 務 局 活 動 費 4,200,000 4,143,561

事 務 局 員 活 動 費 3,750,000 3,689,000
配 布 料 450,000 454,561

運 営 費 1,150,000 964,568
事 務 所 経 費 350,000 316,800
消 耗 品 費 400,000 393,008
備 品 購 入 費 100,000 0
備 品 リ ー ス 費 300,000 254,760

分 担 金 611,000 597,000
公 団 自 治 協 480,000 480,000
連 合 町 会 50,000 41,000
防 火 協 会 25,000 25,000
防 犯 協 会 45,000 40,000
清 掃 協 力 会 11,000 11,000

記念事業特別会計引当金 500,000 0
慰 労 金 積 立 引 当 金 246,000 246,000
予 備 費 465,525
次 年 度 繰 越 金 1,302,525

合 計 9,422,525 8,380,489


